
ビジネスキャリア学科　シラバスの変更一覧

学年 ページ 科目名

1年 18 プレゼンテーション演習

1年 29 広告デザイン演習

- 60 2年生　読替対応表

2年 84 ビジネスコミュニケーション

2年 86 広告論



1 2 3 4 5

人間基盤力 連携協働力 専門実践力 学術探究力 課題解決力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回
事前学
修時間
（分）

事後学
修時間
（分）

1 0 0

2 0 60

3 30 30

4 30 30

5 30 30

6 30 30

7 0 60

8 0 60

9 0 60

10 0 60

11 60 30

12 0 60

13 0 60

14 0 60

15 0 90

アクティブ・
ラーニング

教科書

参考文献

備考

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

旅行会社で26年にわたり営業、オペレーション、販促、マネジメント業務に従事。また、10年にわたり中小企業診断
士として企業のコンサルティング業務に従事。企画競合によるプレゼン、クライアント企業組織への研修講師などの
経験から、実践的なビジネス現場におけるプレゼンの事例を紹介し、分かりやすく解説する。

授業形態 演習

授業計画

講義①計画と構成

1分間自己紹介①全体での発表

1分間自己紹介②振り返り
（ペア又はグループワーク）

①ビジネス現場におけるプレゼンテーション機会と重要性、役割の増大に伴いプレゼンテーションの目
的・計画・構成、発表方法等のプロセスと手法を理解し、実践できるようになる。
②聴き手に理解、共感、賛同を促すための工夫ができるようになる。

　単に、原稿を見て上手に読むのではなく「自分の言葉」で伝えたいことが適切に相手に伝わるように
意識してください。その為には、発表前に行う話すための事前準備、反復練習が欠かせません。授業内
での発表の前には、しっかり準備を行い、発表に臨んでください。

講義②準備とリハーサル
【遠隔（オンデマンド）】

３分間スピーチ①グループ内発表
（ペア又はグループワーク）

３分間スピーチ②代表者発表

準備学修

事前学修：
事後学修：

事前学修：
事後学修：自己紹介構成案を作成する。

学修成果

開講時期 後期

授業ガイダンスとプレゼンテーション論への導入
（講義の概要、講義の進め方、評価方法）

ＢＣ学科

科目名 プレゼンテーション演習
単位
認定者

対象学科
必修・選択
配当年次

必修

● ● ●

１年

　ビジネス現場ではプレゼンテーションの機会が多く、プレゼンテーションは業績を左右する重要なビ
ジネススキルとなっている。聴衆から納得と共感を得るためにどのような論理構成でストーリーを展開
し、コンテンツを作成するか、実践的な演習を通して学修する。

単位数

授業時間数

授業回数

％20

15

事前学修：反復練習を行う。
事後学修：自身や他者の発表を振り返る

事前学修：改善点を活かし構成案を修正
事後学修：自身や他者の発表を振り返る

事前学修：準備の必要性を考える
事後学修：スピーチ構成案を作成する。

事前学修：反復練習を行う。
事後学修：自身や他者の発表を振り返る

事前学修：
事後学修：自身や他者の発表を振り返る

３分間スピーチ③振り返り
（ペア又はグループワーク）

講義③洗練された発表の技術

回

単位
評
価
の
方
法

授業内課題 80 ％

受講態度

高野　宏輝

2

30 時間

科目ナンバリング

BC-1-FCO-04

☐該当なし
☑該当あり：キーワード（ペアワーク／グループワーク／発表）

・授業内で取り組んだ演習課題は、講義の中で解説を行う。一部の演習や提出が求められるレポート
は、一定の基準に基づき教員が評価した後、各学生へフィードバックを行う。
・課題提出はペーパー又はTeams又はUNIPA上から行う。授業内で解説した配布資料以外の解説用スライ
ドは、Teams又はUNIPA上に掲載するので、必要に応じて参照すること。

パワーポイントプレゼンテーション③振り返り
（ペア又はグループワーク）

講義⑤効果的なコミュニケーション

全体振り返り

事前学修：
事後学修：自身や他者の発表を振り返る

事前学修：
事後学修：講義内容を振り返る

事前学修：
事後学修：授業全体を振り返る

パワーポイントプレゼンテーション②代表者発表

「プレゼンテーションの教科書 第3版」脇山真治著・日経デザイン編、日経BP社

教科書は使わず、必要に応じて資料をTeams又はUNIPAで配布する。

パワーポイントプレゼンテーション①グループ内発表

（ペア又はグループワーク）

講義④日常的な訓練

事前学修：
事後学修：自身や他者の発表を振り返る

事前学修：
事後学修：講義内容を振り返る

事前学修：
事後学修：プレゼン構成案を作成する。

事前学修：反復練習を行う
事後学修：自身や他者の発表を振り返る

事前学修：
事後学修：自身や他者の発表を振り返る



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回
事前学
修時間
（分）

事後学
修時間
（分）

1 60 0

2 60 0

3 60 0

4 60 0

5 60 0

6 60 0

7 60 0

8 60 0

9 60 0

10 60 0

11 60 0

12 60 0

13 60 0

14 60 0

15 60 0

アクティブ・
ラーニング

教科書

参考文献

備考

科目ナンバリング

BC-3-ECO-09

課題演習（グループワーク）：広告制作③レイアウト

課題演習（グループワーク）：広告制作④完成・プレ
ゼン

事前学修：課題を完成させてプレゼンの準備
をしておく

課題演習（グループワーク）：広告制作②写真・テキ
スト

課題演習（グループワーク）：広告制作①企画

課題演習：ページデザイン④完成・プレゼン

課題演習：ページデザイン②写真・テキスト

課題演習：ページデザイン③レイアウト

回

単位

大泉　浩一

2

30

評
価
の
方
法

授業内課題等 80 ％

受講態度１年

　1年次のメディアデザイン論を基に、広告制作の実践力を養う。グラフィックソフトや画像編集ソフトを使用
し、広告制作を行う。演習を通してPCとソフトウェアの操作方法を修得し、用途・目的に応じた適切なデザイン
制作ができるスキルを身につける。

単位数

授業時間数

授業回数

％20

15

● ●

学修成果

開講時期 後期

IllustratorとPhotoshopの役割（実技30分）

ＢＣ学科

科目名 広告デザイン演習
単位
認定者

対象学科
必修・選択
配当年次

選択

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

メディアの制作に40年以上携わっています。媒体は主に印刷物とウェブサイトで、担当業務はライター、エディター、ディレ
クター、プロデューサーなどです。経験を活かして実践的な授業を行います。

授業形態 演習

授業計画

Illustratorの基本操作：①図形ツール・ペンツール

Illustratorの基本操作：②カラーパレット・フォント

Illustratorの基本操作：③イラストマップ

　グラフィックソフトの基本的な操作方法を演習します。学生はそれぞれのソフトを活用しながら紙媒体をはじ
め、広告デザインの制作過程を認識・理解することができます。（Adobe IllustratorとPhotoshop）

　学生が実際にグラフィックソフトを使用し広告表現に触れることで、デザインの魅力や役割を認識し、ヴィ
ジュアルコミュニケーションの可能性や価値を理解するための科目です。

Photoshopの基本操作：①写真の加工

Photoshopの基本操作：②写真の切り抜き

課題演習：ページデザイン①企画

準備学修

事前学修：広告を意識して見ておく

時間

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく

ほぼ毎回30分程度の講義と1時間程度の実技の両方を行います。
理解の深まりに応じ授業の展開順・形態を変更する場合があります。
一般的な筆記用具を持参してください。

『これからはじめるIllustrator&Photoshop』黒野明子 著（2025年／技術評論社）

なし

☐該当なし
☑該当あり：キーワード（実技・グループワーク・プレゼンテーション）

事前学修：課題を完成させてプレゼンの準備
をしておく

まとめ：広告デザインとコミュニケーション
事前学修：前回までの内容をUNIPAの配付資料
で復習しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復
習しておく



（2025年度以前に入学の学生適用）

2026年度入学生より、教育課程（カリキュラム）が変更になりましたが、2025年度以前に入学した学生は、入学時の旧教育課程（カリキュラム）に基づき履修することになります。

旧教育課程（カリキュラム）の２年生科目についてはそのまま開講となりますが、１年生科目については科目名称や開講時期、

対象学年が変更になっている場合がありますので、以下の表を確認して履修してください。

なお、不明な点は教員に相談し、特に再履修をする場合は履修間違いのないよう気を付けてください。

※網掛け部分は変更なしの科目です。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

日本語表現法 15 ○ 1

英語 15 ○ 1

中国語 15 ○ 2

韓国語 15 　 ○ 2

法律入門 15 ○ 2

現代の社会 15 ○ 2

情報処理 15 ○ 1

スポーツ科学 15 ○ 2 ウェルネス・リテラシー 2026 15 〇 2 15 名称変更

人間関係論　 15 ○ 2

心理学 15 ○ 2

ホスピタリティ論 15 ○ 2

プレゼンテーション演習 15 ○ 2

情報処理応用演習 15 ○ 2

地域連携概論 15 ○ 2

ビジネスマナー 15 ○ 2

民法 15 ○ 2

金融リテラシー入門 15 ○ 2

経済学　　　　　　 15 ○ 2

会計学 15 ○ 2

経営学　　　　　 15 ○ 2

現代企業論 15 ○ 2

ビジネス実務総論 15 ○ 2

ビジネス法務入門 15 ○ 2

税金入門 15 ○ 2

社会保障論 15 ○ 2

シラ
バス
頁数

備考必
修

選
択

■科目名称、開講時期の変更に伴う読替対応表（ビジネスキャリア学科）

2025年度カリキュラム（2025年度以前に入学の学生適用） 2026年度カリキュラム

科目区分 授業科目の名称
授業
回数

履修年次 単位数
読替対応

授業科目の名称
2年

読替
対象年度

授業
回数

履修年次 単位数

1年 2年 必
修

選
択

1年

教
養
教
育
分
野

人間と文化

人間と社会

人間と科学

専
門
教
育
分
野

基礎科目

基幹科目



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ビジネス文書実務 15 ○ 2

秘書実務Ⅰ 15 ○ 2

秘書実務Ⅱ 15 ○ 2

情報テクノロジー 15 ○ 2

DX経営論 15 ○ 2

データサイエンス入門 15 ○ 2

情報処理実務 15 ○ 2

メディアデザイン論 15 ○ 2

広告デザイン演習 15 ○ 2

メディアコンテンツ演習 15 ○ 2

基礎簿記 15 ○ 2

上級簿記Ⅰ 15 ○ 2

上級簿記Ⅱ 15 ○ 2

簿記演習Ⅰ 15 ○ 2

簿記演習Ⅱ 15 ○ 2

医療事務入門 15 ○ 2

診療報酬請求演習Ⅰ 15 ○ 2

診療報酬請求演習Ⅱ 15 ○ 2

レセコン演習 15 ○ 2

コミュニケーション心理 15 ○ 2

ビジネス心理 15 ○ 2

ビジネスコミュニケーション 15 ○ 2

ビューティビジネス論 15 ○ 2

マーケティング 15 ○ 2

広告論 15 ○ 2

流通論Ⅰ 15 ○ 2

流通論Ⅱ 15 ○ 2

スポーツビジネス論 15 ○ 2

公務員対策Ⅰ 15 ○ 2

公務員対策Ⅱ 15 ○ 2

公務員対策Ⅲ 15 ○ 2

公務員対策演習Ⅰ 15 ○ 2

公務員対策演習Ⅱ 15 ○ 2

インターンシップと地域企業研究 15 1

基礎キャリア形成 15 ○ 1

数理基礎Ⅰ 15 ○ 1 数理リテラシー 2026 15 〇 1 13 科目区分変更・名称変更

数理基礎Ⅱ 15 ○ 1 数理リテラシー上級 2026 15 〇 1 45 名称変更

実践キャリア形成Ⅰ 15 ○ 1

実践キャリア形成Ⅱ 15 〇 1

社会人基礎力演習Ⅰ 15 1 初年次ゼミ 2026 15 〇 1 47 名称変更・通年開講から前期開講に変更

社会人基礎力演習Ⅱ 15 1 社会人基礎力演習 2027 15 〇 1 - 名称変更・通年開講から後期開講に変更

ゼミナールⅠ 15 ○ 1

ゼミナールⅡ 15 ○ 1

ゼミナールⅢ 15 ○ 1

2025年度カリキュラム（2025年度以前に入学の学生適用） 2026年度カリキュラム

科目区分 授業科目の名称
授業
回数

履修年次 単位数
読替対応

授業科目の名称
授業
回数

履修年次 単位数 シラ
バス
頁数

備考

専
門
教
育
分
野

展開科目

必
修

選
択

読替
対象年度

選
択

1年 2年1年 2年 必
修

○

演
習
分
野

演習科目

○

○



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回
事前学
修時間
（分）

事後学
修時間
（分）

1 30 30

2 30 30

3 30 30

4 30 30

5 30 30

6 30 30

7 30 30

8 30 30

9 30 30

10 30 30

11 30 30

12 30 30

13 30 30

14 30 30

15 30 30

アクティブ・
ラーニング

教科書

参考文献

備考

事前学修：前時で指示した時事的課題の
観察
事後学修：８回目授業資料の復習

事前学修：前時で指示した時事的課題の
観察
事後学修：９回目授業資料の復習

事前学修：授業の指示に基づく企業調査
事後学修：１０回目授業資料の復習

事前学修：プレゼンテーション資料作成
事後学修：１１回目授業資料の復習

事前学修：プレゼンテーション資料作成
事後学修：１２回目授業資料の復習

科目ナンバリング

BC-3-ECO-22

☐該当なし
☑該当あり：キーワード（グループワーク、プレゼンテーション、ディスカッション）

1.考察の深まり、時事的な動きや課題等に応じて、授業の展開順を変更する場合がある。
2.グループワークやシェアを取り入れて実践しながら身に付ける授業を行う。
3.グループワーク後の報告、プレゼンテーション終了ごとに当該授業内でフィードバックを行う。
4.授業の進捗に応じて成果物・レポートを提出する。次の授業で講評する。
5.2コマ続きの時間割で進行を予定する。

企業調査④
フィードバックとレポート作成

コミュニティの中の企業の可能性
～地方の活性化にみる社会貢献・コラボ―レーション

あなたにとっての仕事・社会の中の一人の自分
～自己実現・達成の喜びがある社会人に向けて

事前学修：プレゼンテーションの振り返
り
事後学修：１３回目授業資料の復習

事前学修：授業の指示に基づく企業調査
事後学修：１４回目授業資料の復習

事前学修：最終課題作成前調査
事後学修：最終課題提出に向けた作業

企業調査③発表とディスカッション
(プレゼンテーション・ディスカッション)

『大学生からのグループ・ディスカッション入門』 中野美香(著)、ナカニシヤ出版

なし

企業調査②
～中間発表とフィードバック(プレゼンテーション)

企業調査①
～方法と意図／対象企業の強みを探る

上司とのコミュニケーション
(授業の一部でグループワークを実施)

チームで働く～必要なコミュニケーションとブレインス
トーミング(授業の一部でディスカッションを実施)

回

単位
評
価
の
方
法

％

試験
（レポート）

60 ％

授業内課題等

受講態度

佐藤　和美

2

30 時間

事前学修：前時で指示した時事的課題の
観察
事後学修：３回目授業資料の復習

事前学修：前時で指示した時事的課題の
観察
事後学修：４回目授業資料の復習

事前学修：実体験に照らして考察する
事後学修：５回目授業資料の復習

事前学修：実体験に照らして考察する
事後学修：６回目授業資料の復習

事前学修：話し合いの体験を振り返り
事後学修：７回目授業資料の復習

２年

　少子高齢化、人口減少、グローバル化等による社会構造の変化とビジネスのあり方の変遷との相互作用につ
いて、具体的事象と共に理解し、これからのビジネスと社会を創造的な立場から探っていく。その一環として
は、ビジネスイノベーション・起業・地方活性化を地元の企業での視察研修から捉え、考察のモデルとする。
同時にこのプロセスから、ストレス社会の一要因に気づき、働く甲斐や自己実現とビジネス・社会の関係性に
ついて現実から学んでいく。

単位数

授業時間数

授業回数

％30

10

15

● ● ● ●

学修成果

開講時期 後期

ビジネス場面でのコミュニケーションの重要性【遠隔】

ＢＣ学科

科目名 ビジネスコミュニケーション
単位
認定者

対象学科
必修・選択
配当年次

選択

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

授業形態 講義

授業計画

ビジネス場面でのインテンショナルメッセージとアサー
ション【遠隔】

営業・販売とインテンショナルメッセージ
(授業の一部でグループワークを実施)

接客とアサーション
(授業の一部でグループワークを実施)

1.様々なビジネスシーンで求められるコミュニケーション力を身に付け、応用力を持って現実に活かすことが
できる能力を身に付ける。
2.ディスカッションを通じて、対話から創作されるアイデアやプロジェクトを体験的に学ぶことができる。
3.世代ごとの仕事に求めるものの違いと社会的背景を探ると共に、仕事のやり甲斐・達成感について探究し学
生自身の進路において活かすことができる。

　社会人として貢献と成長を続けることに応用できる授業を意図しています。そのためにさまざまなワークを
導入していきますので、是非旺盛に参加して体験的に授業を体得して頂くことを期待します。
  事例や就職先の業種・企業を研究対象として、働くことの魅力や必要な能力を理解していきましょう。

クレームとは①～関係性を向上させる対応
(授業の一部でグループワークを実施)

クレームとは②～事実と意見を分けた記録と報告
(授業の一部でグループワークを実施)

会議の実施～アジェンダの作成と模擬会議

準備学修

事前学修：ビジネスに関わるニュースの
観察事後学修：１回目授業資料の復習

事前学修：前時で指示した時事的課題の
観察
事後学修：２回目授業資料の復習



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回
事前学
修時間
（分）

事後学
修時間
（分）

1 60 0

2 60 0

3 60 0

4 60 0

5 60 0

6 60 0

7 60 0

8 60 0

9 60 0

10 60 0

11 60 0

12 60 0

13 60 0

14 60 0

15 60 0

アクティブ・
ラーニング

教科書

参考文献

備考

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

メディアの制作に40年以上携わっています。媒体は主に印刷物とウェブサイトで、担当業務はライター、エディター、ディレク
ター、プロデューサーなどです。経験を活かして実践的な授業を行います。

授業形態 講義

授業計画

マーケティングとIMC／実技：TVCM②コピー

広告主・広告会社・媒体社／実技：TVCM③絵コンテ

コミュニケーションプロセス／実技：プロモーション①
企画

・新規事業や新商品、サービスの情報発信について、実例をベースに具体的施策を考える力を学修する。
・広告表現におけるデザインの目的や背景を考察し、社会生活の中で広告が果たす役割について学修する。

　この科目では、広告の基礎知識と広告制作の技法を学びます。課題はグループワークによる体験型のワーク
ショップ形式で作成します。課題の制作を通して、事前のリサーチ、構成のプランニング、進行のマネジメントな
どビジネスに必須のスキルを身に付け、クリエイティビティを養いましょう。

広告目標／実技：プロモーション②コピー

クリエイティブ戦略／実技：プロモーション③デザイン

メディアプランニング／実技：Web広告①企画

準備学修

事前学修：広告を意識して見ておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復習
しておく

学修成果

開講時期 後期

広告コミュニケーション／実技：TVCM①企画

ＢＣ学科

科目名 広告論
単位
認定者

対象学科
必修・選択
配当年次

選択

● ● ●

2年

　いまや広告はかつてのような効果を上げることができなくなってきている。インターネット時代の到来によりこ
れまでの広告手法だけでは消費者のニーズを把握・喚起できなくなっているのだ。この現代において「新しい広
告」は何かを、最近の事例をもとに考察していく。

単位数

授業時間数

授業回数

％20

15

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復習
しておく

事前学修：前回までの課題を完成させておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復習
しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復習
しておく

事前学修：前回までの課題を完成させておく

マスメディア／実技：Web広告②コピー

サポートメディア／実技：Web広告③デザイン

回

単位
評
価
の
方
法

授業内課題等 80 ％

受講態度

大泉　浩一

2

30 時間

科目ナンバリング

BC-3-ECO-25

☐該当なし
☑該当あり：キーワード（実技・グループワーク・プレゼンテーション）

ほぼ毎回講義と実技の両方を行います。
理解の深まりに応じ授業の展開順・形態を変更する場合があります。
一般的な筆記用具と、パソコンかタブレットを持参してください。

規制・ルール／実技・グループワーク：総合④プレゼン
計画

社会的・倫理的・経済的側面／実技・グループワーク：
総合⑤プレゼン

まとめ：広告とメディアデザイン

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復習
しておく

事前学修：課題を完成させてプレゼンの準備を
しておく

事前学修：前回までの内容をUNIPAの配付資料で
復習しておく

広報・PR／実技・グループワーク：総合③デザイン

『これからの広告コミュニケーション』広瀬盛一ほか 著（2024年／有斐閣）

なし

効果測定／実技・グループワーク：総合②コピー

デジタルメディア／課題：総合①

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復習
しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復習
しておく

事前学修：前回までの課題を完成させておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復習
しておく

事前学修：前回の内容をUNIPAの配付資料で復習
しておく


